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平成２９年度 埼玉大学工学部アドミッション・オフィス入試 

学 生 募 集 要 項 

 
 

１．入学者受け入れの方針［アドミッション・ポリシー］（埼玉大学工学部の求める入学者）        

 

１．高等学校までに学ぶべき事項を幅広く修得している人 
 
２．入学後の学修において必要となる数学､理科､英語等の基礎学力を有している人 
 
３．国際的なプレゼンテーションやコミュニケーションの能力を修得するために必要な基礎学力を有

している人 
 
４．知識を応用問題に活かすために､論理的思考ができる人 
 
５．工学の問題に関して知的好奇心が旺盛で､自ら学ぼうとする学習意欲のある人 
 
６．専門技術者として､グローバルな視点に立って国際社会に貢献する意欲のある人 
 

 

 

２．募集学科および募集人員 

 

 募 集 学 科    募集人員  

情報システム工学科 5名 

 

 

 

３．出願資格 

 

出願できる者は、次の各条件を全て満たす者とします。 
 
（１）高等学校又は中等教育学校の後期課程を、平成29年3月卒業見込みの者で、合格した場合に入学を

確約できる者。 

 

（２）高等学校又は中等教育学校の後期課程における理数系の成績（調査書中、数学（数Ⅰ、数Ⅱ、数A、

数B 又は数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数Bの内容を含む科目）と理科の評定平均値）の平均が4.3以上であり、

かつ数Ⅲの内容を含む科目及び物理の内容を含む科目（ただし「物理基礎」は含まない）を出願時

に履修している者。 

 

（３）高等学校又は中等教育学校の後期課程における調査書中、学習成績概評がB以上の者。 

 

＜出願上の留意事項＞ 

 

本ＡＯ入試と推薦入試の両方に出願することはできません。（ただし、ＡＯ入試に出願し、第１次

選考で不合格となった場合には、推薦入試に出願できます。） 

また、ＡＯ入試の結果、不合格となった場合は、一般入試志願者として「前期日程試験」及び「後

期日程試験」に出願することができます。 

但し、ＡＯ入試で入学手続きをした場合は、一般入試を受験しても合格者とはなりません。 
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４．出願手続 

 

   (1) 出願期間 

 

       平成28年9月1日（木）～平成28年9月8日（木）（期間内必着のこと） 

       提出書類等は添付の封筒に一括封入し、必ず書留郵便で送ってください。（大学に直接持参しても 

受け付けません） 

 

 

   (2) 出願書類 

 

出願書類等 摘    要

志願票・受験票・ 

写真票 

 本学所定用紙に必要事項を漏れなく記入し、写真欄には上半身正面脱帽 

（４cm×３cm）出願前３か月以内に撮影したものを貼付してください。

 調査書  出身学校長が作成したもの。 

 志望の理由  本学所定用紙に本人が作成したもの。  

検定料 
(１) 検定料 17,000円 

(２) 払込方法(次のいずれかの方法で払い込む。) 

① 本学所定の「振込依頼書」により、最寄りの金融機関から振り込む。

② コンビニエンスストアで払い込む。 

別紙案内書「コンビニエンスストアでの入学検定料払込方法」を参照。

※ 出願期間を過ぎると受付できないので、早い時期（出願期間前でも可能）に

検定料を払うこと。 

 振込金受付証明書等 

貼付用紙 

本学所定の用紙に検定料を振り込んだ金融機関又はコンビニエンスストアが

発行した「振込金受付証明書」又は「収納証明書」を貼付したもの。 

 返信用封筒 

(受験票送付用） 

所定の封筒に、郵便番号、住所、氏名を明記し372円分の切手（速達料金を含

む）を貼ってください。 

宛名票(合格通知用)  所定の用紙に合格通知受信場所を記入してください。 

      

 

  (3) 出願書類送付先 

       〒338-8570   さいたま市桜区下大久保255  埼玉大学工学部学務係 
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５．選抜方法 

 

  入学者の選抜は、大学入試センター試験及び個別学力検査を免除し、以下の方法により行います。 

出願者が 20 名を超えた場合には、出願時に提出された志望の理由・調査書により第 1 次選考を実施し 20 名を

選考します。 

なお、第 1 次選考を実施した場合は、平成 28 年 9 月 23 日(金) 14 時に工学部学務係掲示板に合格者の受験

番号を掲示するとともに、出願者全員に合否通知書及び必要書類を送付します。 

また、電話による合否結果の問合せには一切応じません。 

 受験者（第 1 次選考実施の場合は、合格した受験者）は、埼玉大学構内で行われる「情報システム工学入門」の

講義（1 時間 30 分）を 3 回（平成 28 年 10 月 7 日、10 月 14 日、10 月 21 日の、各々16 時 20 分から 17 時 50 分ま

での講義）受講し、講義終了時に課題を与え翌週までに課題に対するレポートを提出します。また、毎回の講義終

了後、理解力を知るため、小テスト（20 分程度）を行います。 

 選抜は、出願時に提出された志望の理由・調査書、毎回の講義終了時の小テスト、課題に対して提出されたレポ

ート、及び 11 月 19 日(土)に行なう面接（英語、数学の口頭試問を含む。）により総合して行います。 

 

区分 検査日時 検査内容 配点 備考（レポート提出期限等） 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

  

平成 28 年 10 月 7 日(金） 

講義：16 時 20 分から 17 時 50 分

小テスト：18 時から 18 時 20 分

レポート 10 平成 28 年 10 月 14 日(金） 

16 時 10 分まで 

提出先：工学部学務係 
小テスト 10 

平成 28 年 10 月 14 日(金） 

講義：16 時 20 分から 17 時 50 分

小テスト：18 時から 18 時 20 分

レポート 10 平成 28 年 10 月 21 日(金） 

16 時 10 分まで 

提出先：工学部学務係 
小テスト 10 

平成 28 年 10 月 21 日(金） 

講義：16 時 20 分から 17 時 50 分

小テスト：18 時から 18 時 20 分

レポート 10 平成 28 年 10 月 28 日(金） 

16 時 10 分まで 

提出先：工学部学務係 
小テスト 10 

面接 平成 28 年 11 月 19 日(土） 

13 時から 
面接 40 

英語・数学の口頭試問を含む。

 
 
 

６．合格発表    

 

  平成28年12月6日（火）14時に工学部学務係掲示板に合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者には合

格通知書、入学手続き等に関する手引き及び必要書類を送付します。  

なお、情報提供の一環としてホームページにも合格者受験番号を掲載しますが、公式の通知は、掲示及び郵

送によるものになります。 

また、電話による合否結果の問合せには一切応じません。 

 

［注］ 選抜の結果によっては､合格者数が募集人員に満たない場合、その欠員は一般入試の前期日程の募集

人員で補充します。   
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７．入学手続 

   (1) 入学手続日    平成28年12月15日（木）及び16日（金） 9時～17時（予定） 

   (2) 提出書類      埼玉大学工学部アドミッション・オフィス入試受験票 

                     その他、本学の指定する書類等（合格者へ通知します） 

   (3) 納付金    入学料・授業料 

    平成28年度入学者は、入学料は282,000円。授業料は（前期分）267,900円、（年額）535,800円で

した。平成29年度入学者については、同額を予定しております。 

    入学手続は本学が指定した提出書類等を、本人又は代理人が直接大学に持参してください。 

    なお、郵送による入学手続も可能ですが、詳細については合格者にお知らせします。 

 

    ※1 授業料の納付については、希望により前期分の納付の際に後期分も併せて納付することができま 

す。 

     ※2 前期授業料については、入学手続日に納付しないときは平成29年4月中に納付することになります。

入学手続を行い入学辞退を認められた者が平成29年3月31日（金）午後5時までに返還の申し出を

行った場合、当該授業料は返還します。 

    ※3 入学時には授業料等のほか、学生教育研究災害傷害保険など若干の諸経費が必要となります。 

  ※4 在学中に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用されます。 

    ※5 経済的理由等で入学料・授業料の納入が著しく困難であると認められる者については、選考のう 

     え、免除又は徴収猶予する制度があります。なお、詳細については合格者にお知らせします。 

    ※6 入学手続期間内に入学手続を行わない者は、入学辞退者として取り扱います。 

 

８．注意事項 

   (1)  出願手続後の願書記載事項の変更は認めません。ただし、住所、電話番号に変更があった場合には、

工学部学務係まで連絡してください。なお、提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場

合には、入学後でも入学を取り消すことがあります。 

   (2)  提出した書類及び既納の検定料は如何なる理由があっても返還いたしません。 

       ただし、次の場合は検定料の返還請求ができます。 

① 検定料を払い込んだが、出願しなかった（出願書類を提出しなかった又は受理されなかった）場合。 

② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合。 

③ 第１次選考（書類審査）で不合格となった場合。（この場合の返還額は13,000円です。） 

④ 出願時に検定料免除を申請し、後日、本学に罹災証明書が提出された場合。 

【返還請求方法】 

a返還請求の理由、b氏名（ふりがな）、c現住所、d連絡先電話番号、e振込口座の金融機関名、支店名、

預金種別、口座番号（ゆうちょ銀行を指定する場合は、他金融機関からの振込用の店名・口座番号を明

記）、口座名義（フリガナ明記、志願者本人名義に限る）を明記した「検定料返還請求書」（様式自由）

を作成し、「振込金受付証明書」又は「収納証明書」を添付（③第１次選考不合格者は証明書類は不要）

して下記送付先へ簡易書留にて速やかに郵送してください（封筒には「返還請求書在中」と朱書きして

ください）。 

なお､上記④の場合は､地方公共団体発行の「罹災証明書」を同封してください。 

返還は、請求書受理後1ヶ月程度かかります。 

 

送付先  〒338-8570 さいたま市桜区下大久保255 埼玉大学財務部経理課出納担当 

   

  (3)    出願資格において平成29年3月までに所定の要件を満たす見込みで受験した合格者が、平成29年3月末ま

でに所定の要件を満たすことができなかった場合は、入学を許可しません。 

 

９．個人情報の取り扱い 

(1)  出願書類により取得した個人情報及び試験成績の個人情報については、入学者選抜に関する業務に

使用します。なお、入学者のみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康管理、就

職支援、授業料免除、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために使用します。 

(2)  国公立大学の一般入試における合格決定業務を円滑に行うため、氏名及び大学入試センターの受

験番号に限って、ＡＯ入試の合格及び入学手続等に関する個人情報が、大学入試センター及び併願

先の国公立大学に送達されます。 
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障がい等のある入学志願者の事前相談について 

 

１．障がい等のある者〔体幹及び両上下肢の機能障がいが著しい者で、代筆解答を希望する者（以下「代筆 

解答希望者」という。）を含む。〕への受験上及び修学上の配慮 

 

ア 障がい等のある者（代筆解答希望者を含む。）が受験上の配慮を希望する場合には、本人又は代理 

人からの申請に基づき、障がいの種類・程度に応じて本学部が審査のうえ、受験に際して特別の配慮 

を行います。 

イ 受験上及び修学上の配慮を希望する者は、出願期間の前にあらかじめ工学部学務係（下記連絡先） 

に申し出てください。本学部所定の「平成29年度埼玉大学工学部アドミッション・オフィス入学試 

験受験上及び修学上の配慮申請について」に必要事項を記入のうえ、診断書（発行後6ヶ月以内の原 

本）及び身体障害者手帳を所有の者はその写しを添えて提出してください。必要な場合は、本学部 

において当該志願者又は保護者もしくはその立場を代弁しうる者との面談をすることがあります。 

 

 
    連絡先：〒338-8570 さいたま市桜区下大久保255 

                           埼玉大学工学部学務係 

                           問い合わせ電話 048-858-3429（平日9時～17時） 

 

２．受験の許可 

     この申請で、受験を許可した方には上記の連絡先より、電話連絡するとともに受験許可書を交付しま

す。 

 

３．受験許可者の連絡 

     この申請で、受験の許可を得た方が出願した際には、出願書類を郵送後、その旨を上記連絡先に電話 

連絡をしてください。 

     なお、出願を辞退若しくは出願したが受験しない場合は、速やかに上記連絡先に電話連絡するととも 

に、はがき又は手紙で通知をしてください。 

 

書式・記入例（Ａ４版による） 

平成  年  月  日 

埼玉大学工学部長 殿 

氏名 埼 玉  太 郎   印 

 

平成29年度埼玉大学工学部アドミッション・オフィス入学試験 

受験上及び修学上の配慮申請について 

 

  このことについて、下記のとおり埼玉大学工学部を受験する際の配慮を申請します。 

 

記 
      ふりがな   さい  たま   た    ろう 
１ 志願者氏名：埼 玉 太 郎              平成 10 年 7 月 12 日生   性別：男 
２ 卒業(見込)学校名：埼玉県立△△高等学校             
３ 卒業(見込)年月日：平成 29 年 3 月卒業見込             
４ 住所及び連絡先：〒338-8570 さいたま市桜区下大久保 255 Tel 048-858-0000 
５ 志望学科：○○学科 
６ 障がいの程度：肢体不自由（骨格性不全症による両下肢機能障がい） 1 種 2 級 車椅子 
７ 受験上及び修学上希望する配慮事項       受験上  洋式トイレの使用を希望 

 
修学上  ①自家用車での通学を希望 

②体育授業については配慮願います。 
 ８ 出身校で修学上配慮されていた事項 （例）・学習机の特別机使用 ・スロープ等 
９ 添付資料：身体障害者手帳（写）・診断書 
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入試情報の開示について 

 

 

埼玉大学工学部では、アドミッション・オフィス入試情報を次のとおり開示し、提供します。 

 

○請求に基づき開示する情報 

   入試成績 

   レポート、小テスト、面接の総得点、順位（不合格者のみ） 

 

  開示請求方法 

     請 求 者 受験生本人に限ります。 

      請求方法 「埼玉大学工学部アドミッション・オフィス入試情報開示請求書」及び返信用封筒（長３

封筒を使用し、402円分の切手を貼付し、簡易書留と朱書き）を提出して下さい。 

                なお、本人確認のため、本学の受験票（コピー不可）を同封して下さい。 

      請求期間  平成29年1月4日（水）～平成29年1月31日（火） 

      請 求 先  〒338-8570 さいたま市桜区下大久保255 

                埼玉大学工学部学務係 

                （「アドミッション・オフィス入試情報開示請求」と朱書して下さい。） 

      開示方法  郵送により通知します。（2月上旬を予定） 

 

 

 

検定料の免除について 

 
 

学資負担者が、平成２８年４月１日から出願時までに災害適用法が適用された地域（災害救助法適用地域）

で被災した場合で、地方公共団体が発行する全壊・流失・半壊の罹災証明を得られた志願者の検定料を免除し

ます。 
検定料の免除を希望する志願者は、本学ホームページ上から検定料免除願をプリントアウトし、必要事項

を記入のうえ、罹災証明書を添付して出願書類と同時に提出してください。（この場合は、検定料を払わな

いでください。） 
 なお、出願時に罹災証明書を提出できない場合は、検定料を払い込んだうえ、検定料免除願のみを提出

してください。後日、罹災証明書を提出した場合に検定料を還付します。 
 

 

 

 

 

本募集要項についての問合せ先 

       〒338-8570    さいたま市桜区下大久保255 

         埼玉大学工学部学務係    TEL：048-858-3429 

         問合せは平日の9時～17時の間に、原則として志願者本人が行ってください。 
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募集要項に関する問い合わせ先 

埼玉大学工学部学務係 

〒338-8570 埼玉県さいたま市桜区下大久保 255 

TEL：048-858-3429 

FAX：048-858-3698 
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